
1

敦賀発電所２号炉

新規制基準適合性に係る現地調査資料

（Ｋ断層の活動性評価）

資料１

Ｋ断層の活動性評価について

令和５年１２月１４，１５日

日本原子力発電株式会社

本資料のうち，枠囲みの内容は商業機密
又は防護上の観点から公開できません。



2

余白



3

No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-1
令和5年
11月10日

第1202回
⑤層上部と同層下部を区分している根拠を説
明すること。

⑤層上部／下部境界は，下部の礫を多く含む層準と

上部の腐植を含むシルト質で礫が少ない層準との境

に認定できる。【次回審査会合で説明】

2-29

1202-2
令和5年
11月10日

第1202回
⑤層下部で確認された美浜テフラの分析結果
について，濃集分析結果の詳細を説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-3
令和5年
11月10日

第1202回

⑤層下部が再堆積ではないことを説明すること。 次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-4
令和5年
11月10日

第1202回

③層上部の土壌化について，現地で確認する。 現地でご確認頂く
【次回審査会合で説明】

－

1202-5
令和5年
11月10日

第1202回
土壌化までの時間について，具体的に説明す
ること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-6
令和5年
11月10日

第1202回

③層の堆積環境について，巨礫を含む砂礫主
体の層相であることを踏まえると，側方の山か
らの影響を受けた崖錐ないし扇状地性のもので
ある可能性を否定できないことから，西側の谷
地形及びチャネル構造に関する内容も含めて
説明すること。

西法面の状況を現地でご確認頂くが，次回以降の審

査会合で説明予定

2-136

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-7
令和5年
11月10日

第1202回

OSL信号の飽和を踏まえた測定結果の信頼性，
年代測定の根拠の妥当性を説明すること。

飽和値について，測定結果から得られる生長曲線

にWintle and Murray （2006）の飽和値を適用し，天然

試料の実OSL強度がその飽和値を超えている場合に

飽和として扱っている 。

測定結果の信頼性について，測定結果から得られ

る生長曲線は，Wintle and Murray （2006）の除外基準

に基づき信頼性を判断している。除外基準に当てはま

るデータは除外し，信頼できるデータを用いて年代を

求めている。また，各試料の生長曲線データを「補足

説明資料３ データ集」に示す。

【第1210回審査会合にてご説明】

－

1202-8
令和5年
11月10日

第1202回

OSL年代測定結果の飽和年代の取扱いについ
て，説明すること。

飽和している時の誤差の扱いについて，実際に採

取した試料からはWintle and Murray （2006）の飽和値

より古いデータが得られていることが事実であり，飽

和値としたものより古いとしか評価はできない。また，

測定における誤差の要因についても説明を追加する。

Thiel et al.(2011)及びMurray et al. (2014)では，誤差

を付けず○○万年前（＞〇〇）と扱っている。原電道

路ピット東向き法面③層中のD3層から採取した試料

についても，年代値の評価としては「13.3万年前より古

い」という評価である。

【第1210回審査会合にてご説明】

－

1202-9
令和5年
11月10日

第1202回

北西法面の測線Bの鬼界葛原テフラ（K-Tz）の
粒子が下位の③層上部に検出されているよう
に見える点について，説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
10

令和5年
11月10日

第1202回

⑤層及び③層の堆積年代について，どのような
調査結果に基づき，どのような考え方で時代観
を特定しているのか資料に記載すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
11

令和5年
11月10日

第1202回

北西法面におけるＫ断層の変位がｊ層中でせん
滅していることについて，現地調査で確認する。

現地でご確認頂く

【次回審査会合で説明】

－

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
12

令和5年
11月10日

第1202回

K断層西側の地層の傾斜を変形によるものと評
価しているが，③層の堆積構造は成層構造で
はなく，元の堆積構造が分からない状況で，傾
斜が変形によるものと判断することは困難であ
ることから，ｊ層以下が変形していると評価した
根拠を説明した上で，上載地層のk層が変形を
受けていないとする根拠を説明すること。

北西法面③層については、K断層の活動時期を把握
するため地層を詳細に区分することとし、礫率、礫径、
堆積構造に着目した岩相区分を実施した。
地層の変形範囲について、「Ｋ断層による影響を受け
たと判断した地層」のグループは東傾斜のものが多く，
ｋ層を含む「Ｋ断層による影響を受けていないと判断し
た地層」のグループは南傾斜ないしは西傾斜である。
２つのグループの最大中心点の傾斜は20°程度の差
を有しており，概ね南北方向を軸として西側が上昇す
る方向に回転している状況が認められ，概ね南北方
向の走向を持つＫ断層が西側隆起の逆断層センスで
あることと調和的である。【次回審査会合で説明】

2-105

2-112

2-129

1202-
13

令和5年
11月10日

第1202回

K断層に関して，変位は上方に向かって断続的
になるにもかかわらず，変形は上部でも明確に
認められるとしていることについて説明すること。

上田・谷（1999）によれば，逆断層運動を模擬した断層
模型実験では，「変位・変形は，上方に向かって断層
沿いのずれ変位主体から撓曲等の連続的変形主体
に変化する傾向が認められる。」とされており，Ｋ断層
がＤ－１トレンチ北西法面の③層の上部に位置するj
層において変形が主体となっている状況と整合してい
る。【次回審査会合で説明】

2-112

1202-
14

令和5年
11月10日

第1202回

上記の上で，仮にj層以下が変形を受けたもの
としても，上載地層のk層がj層の一部(東側)の
上位にしか観察されないことを踏まえると，k層
を上載地層としてK断層の活動性を評価する手
法の妥当性が乏しいことから，Ｋ断層の活動性
評価の妥当性について説明すること。

k層がj層の一部の上位にしか分布しなくとも，j層をk層
が傾斜不整合で覆っていることには変わりはないため，
上載地層として評価は妥当である。【次回審査会合で
説明】

2-112

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
15

令和5年
11月10日

第1202回

D3層にK断層による変形がないとしているが，
北西法面でK断層の上部は変形が主体との説
明と整合性がなく，原電道路ピットにおけるK断
層の活動性評価は変位しか示されていないこと
から，変形についてどのように評価したのか説
明すること。

原電道路ピット東向き法面及び原電道路ピット島状頂
盤部において、K断層が分布する③層中のC層とD3層
は明瞭な傾斜不整合関係で接している。【次回審査会
合で説明】

2-139

～

2-142

1202-
16

令和5年
11月10日

第1202回
原電道路ピットのD3層とC層の傾斜不整合関
係について説明すること。

傾斜不整合の様子を現地でご確認頂く
【次回審査会合で説明】

－

1202-
17

令和5年
11月10日

第1202回
原電道路ピットにおけるK断層による変位は，ス
ケッチではC層中でせん滅していることについて，
現地調査で確認する。

現地でご確認頂く
【次回審査会合で説明】

－

1202-
18

令和5年
11月10日

第1202回
ふげん道路ピットで，C層とD3層が，同じ③層中
で大きな年代差がなく，層相も類似するのに傾
斜不整合関係と判断した根拠を説明すること。

傾斜不整合の様子を現地でご確認頂く
【次回審査会合で説明】

－

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
19

令和5年
11月10日

第1202回

ふげん道路ピットで認められる変位が，基盤岩
中のK断層から連続しているか不明な状況で，
K断層によるものと判断した根拠を説明すること。

ふげん道路ピット東法面（上段）で確認された断層

について，Ｋ断層の特徴である逆断層センスの変位

が認められる。また，原電道路ピット東向き法面に連

続するＫ断層のうちD3層に傾斜不整合で覆われるＫ

断層の延長上に位置しており，走向・傾斜やD3層との

関係も調和的である。以上のことから，ふげん道路

ピット東法面（上段）で確認された断層はＫ断層である

と評価した。【次回審査会合で説明】

2-151

2-152

1202-
20

令和5年
11月10日

第1202回
ふげん道路ピットと北西法面での評価(変位・変
形)との整合性について説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
21

令和5年
11月10日

第1202回
ふげん道路ピットのD3層に変形がないと評価し
た根拠を説明すること。

ふげん道路ピット東法面において、K断層が分布する

③層中のC層とD3層は明瞭な傾斜不整合関係で接し

ている。【次回審査会合で説明】

2-151

2-152

1202-
22

令和5年
11月10日

第1202回

K断層の分布・性状に関して，前回審査会合に
おいて指摘した点の再確認として，K断層の活
動性評価に係る調査地点の妥当性確認の観点
から，その分布・性状について深部方向の情報
（断面図等）を含めて説明すること。

K断層の分布・性状について、断面図における情報も踏

まえてご説明する。【次回審査会合で説明】

2-7

～

2-10

1202-
23

令和5年
11月10日

第1202回

当初申請書に記載していた③層で実施したテフ
ラ分析結果を補正申請で削除した理由につい
て説明すること。

補正申請（令和5年8月31日提出）においては，Ｄ－１ト

レンチ北西法面で実施したOSL年代分析結果が年代既

知のテフラ分析の結果（DKP降灰層準，K-Tz降灰層準，

Mh降灰層準）と整合的であったことから，③層の堆積年

代の説明ではOSL年代分析結果に重きを置いたため，

③層で実施したテフラ分析結果を削除した。

しかしながら，③層で実施したテフラ分析結果は，③

層の堆積時期を示すデータとしては有効であることから，

地層の堆積時期を示す花粉分析結果と同様の位置付け

で，③層の堆積年代を補足するデータとして使用するこ

ととする。

【第1210回審査会合にてご説明】

－

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
24

令和5年
11月10日

第1202回

原電道路ピットにおいて，K断層に見られる２つ
の変位量を合わせて，K断層のトータルの変位
量とした考えを明確にすること。
一般的な変位量の出し方を説明し，個々の地
点ごとにその説明をすること。

鉛直変位量は，断層による変位や変形を受けたと判断
した範囲を挟んだ上盤と下盤の同一層準の比高差とし
て求めている。

原電道路ピット東向き法面を除く露頭では上記の考え
方に基づき同一層準の変位基準を用いて鉛直変位量を
求めている。

原電道路ピット東向き法面においては，原電道路ピット
底盤西側部から連続し逆断層センスをもつことからＫ断
層と評価した２条のせん断面について，それぞれのせん
断面における変位量を同一層準の変位基準を用いて求
め，それらを合算したものをＫ断層全体の鉛直変位量と
した。

【第1210回審査会合にてご説明】

－

1202-
25

令和5年
11月10日

第1202回
北西法面において③層を細区分しているが，そ
れらの地層を同じ③層と評価している根拠を示
すこと。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
26

令和5年
11月10日

第1202回

北西法面の③層については成層構造ではなく，
断層による変形の影響を判断した根拠を説明
すること。同法面の③層において，K断層による
影響がk層まで及んでいないと評価するために
は，合理的な説明をすること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
27

令和5年
11月10日

第1202回
北西法面で実施したテフラ分析において，K-Tz
層準で見られる普通角閃石について説明する
こと。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
28

令和5年
11月10日

第1202回
北西法面においてK断層による影響をシュミット
ネット等で検討しているが，e層を分けて整理し
たことについて説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
29

令和5年
11月10日

第1202回

北西法面においてK断層による変形量を求める
ことは困難であり，変位が上方に向かって減少
している状況において変形だけが出ているとし
ていることについて説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
30

令和5年
11月10日

第1202回
北西法面の③層を細区分しているが，写真で
は境界が明瞭ではない。細区分が出来るか否
かを説明すること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
31

令和5年
11月10日

第1202回
原電道路ピットにおいて，同じ③層内で不整合
境界があるとする根拠及び不整合境界の位置
を明確にすること。

次回以降の審査会合で説明予定 －

1202-
32

令和5年
11月10日

第1202回

ふげん道路ピットで確認された断層をK断層と
評価した根拠について説明すること。

ふげん道路ピット東法面（上段）で確認された断層に

ついて，Ｋ断層の特徴である逆断層センスの変位が認

められる。また，原電道路ピット東向き法面に連続するＫ

断層のうちD3層に傾斜不整合で覆われるＫ断層の延長

上に位置しており，走向・傾斜やD3層との関係も調和的

である。以上のことから，ふげん道路ピット東法面（上

段）で確認された断層はＫ断層であると評価した。

【第1210回審査会合にてご説明】

－

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト
第1210回審査会合

資料2-2 修正
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1. 敷地の地形，地質・地質構造
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1.1 敷地の地形
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• 浦底断層については，活断層研究会編（1991），岡田・東郷編（2000）及び今泉他編（2018）によれば，立石岬から猪ヶ池の西方を経て明神崎沖の水島に至る
約3km～約3.5km区間の山地の西縁部に，NW-SE方向で，北東側隆起の活断層又は推定断層として図示されている。

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

今泉他編

「活断層詳細デジタルマップ［新編］
（2018）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

断層名 ６１浦底断層

長さ 3km

確実度 Ⅰ

変位の向き 北東隆起

断層名 ７浦底断層

長さ 3.5km

確実度 Ⅱ

変位の向き 北東隆起

断層名 浦底断層

長さ 約3.5km（図読）

確実度 活断層

変位の向き 北東隆起

0 1 2 3(km) 0 1 2 3(km) 0 1 2 3(km)

文献調査結果

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形
に現れ，今後も活動を繰り返すと考
えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在
が推定されるが，現時点では明確
には特定できないもの

1.1 敷地の地形（文献調査）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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項目 設定値

対地高度 2,000feet（約600m）

対地速度 100km/h

スキャン角 ±30°

スキャン周波数 39Hz

ビーム拡散度 0.5mrad

レーザー発射数 50,000Hz

コース数 17コース

コース間隔 280m

コース重複率 60.0％

計測密度
（重複なし）

2点/m
2

計測密度
（重複あり）

6点/m
2

航空レーザー測量の計測仕様

• 航空レーザー測量に基づき地形図を作成した。航空レーザー測量の範囲及び計測仕様について下記に示す。
• 航空レーザー測量を実施した2012年時点において地形の改変が著しい範囲は，地形改変の前に撮影した国土地理院の20,000分の1の空中写真（1963年）

を使用して地形図を作成した。

1mメッシュDEM 陰影図

航空レーザー測量範囲※

空中写真から作成した範囲

凡例

※敷地の地形図は測量範囲内で作成

1.1 敷地の地形 （敷地の変動地形調査結果 航空レーザー測量）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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• 空中写真判読及び航空レーザー測量の結果に基づく変動地形調査によると，敷地には文献で示される浦底断層に対応して，立石岬から猪ヶ池西方に至る区
間に山地と低地との境界を通り，直線谷，鞍部，河谷の屈曲及び急崖からなるNW-SE方向のリニアメントが判読される。

• 敷地には文献で示される浦底断層に対応するリニアメント以外には，変動地形の可能性のある地形は判読されない。

1mメッシュDEM 陰影図

＊発電所建設による地形改変の前に撮影した国土地理院の20,000分の1

の空中写真（1963年）及び航空レーザー測量（2012年）から作成したDEM

リニアメント判読結果

1.1 敷地の地形 （敷地の変動地形調査結果 リニアメント判読）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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猪
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＊ 左図は発電所建設による地形改変の前に撮影した国土地理院の20,000分の1の空中写真（1963年）及び航空

レーザー測量（2012年）から作成

1.1 敷地の地形 （まとめ）

右図の範囲

変動地形調査結果
離水海岸調査結果

• 敷地は，敦賀半島の北端に位置し，若狭湾，敦賀湾及び浦底湾に面している。

• 敷地の地形は主として山地からなり，山地を刻む河谷の中流から下流には扇

状地が，浦底湾の北西及び海岸沿いには低地が分布している。また，海岸沿

いの一部には段丘が分布している。

• 山地は，敷地南方の蠑螺が岳（標高686m）に連なる尾根から，若狭湾及び浦

底湾に向かって高度を減じている。また，奥壷低地の北東側の立石小半島は，

最高点を標高161mとし立石岬から明神崎に至る区間でNW-SE方向に連なっ

ている。立石小半島の中央付近には猪ヶ池がある。

• 浦底湾の西岸及び若狭湾に面した比較的規模の大きな河谷には，開析の進

んだ扇状地が分布しており，浦底湾北西の低地の周囲にも小規模な扇状地

が分布している。

• 低地は，浦底湾の北西に沖積低地が分布するほか，海岸沿いに海浜及び浜

堤からなる細長い海岸低地が分布する。

• 段丘は，浦底湾北西の低地，浦底湾東岸，若狭湾に面した海岸及び河谷沿

い等にも小規模に分布している。また，海岸線に沿って最低位段丘面が分布

しており，浦底断層を挟んで隆起側には複数の離水海岸地形が認められる。

• 敷地には文献で示される浦底断層に対応するリニアメント以外には，変動地

形の可能性のある地形は判読されない。また，地すべり地形の可能性のある

地形は認められない。

立
石
小
半
島

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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余白
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1.2 敷地の地質
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余白
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1.2.1 地質の分布
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• 敷地の地質は，江若花崗岩とこれに貫入す
るドレライト及びこれらを覆って分布する
第四系から構成される。

• 江若花崗岩中には熱水変質作用を伴った破
砕帯が分布する。

• 江若花崗岩は，黒雲母花崗岩，花崗斑岩，
アプライト等からなり，主に山地の尾根部
の地表付近では風化が認められる。

• 黒雲母花崗岩は，主として敷地の西部及び
猪ヶ池付近に広く分布している。花崗斑岩
は，浦底湾北西の低地周辺の山地に分布し
ている。アプライトは，花崗斑岩の分布域
に小規模に分布している。

• 次頁に敷地の地質断面図を示す。

浦

底

湾

若 狭 湾

浦
底
断
層

猪
ヶ
池

敦

賀

湾

明
神
崎

B B’

A

A’

C

C’

D D’

1.2.1 地質の分布 （地質平面図）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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SW← →NE

SE← →NW

Ａ-Ａ’断面図

B-B’断面図

1.2.1 地質の分布 （地質断面図 その１）

C-C’断面図

D-D’断面図

SW← →NE

SE← →NW

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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SE NW

T.P.(m)

⑪

⑫

②

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

H24-B15-1
（投影2.0m）

H20-No.4
（投影4.8m）

H20-No.3
（投影29.3m）

H20-No.8
（投影3.1m） H21-No.②（投影63.3m）

H20-No.9
（投影0.2m）

H24-B8-20

H24-B8-19
H24-B8-18 H24-B8-16

H24-B8-17

H24-B8-14

H24-B8-15

H24-B8-13

H24-B8-12

H24-B8-11

H24-B8-10

H24-B8-21（投影10.2m）

H21-No.D（投影8.3m）

H24-A-8
（投影11.2m）

沖積礫・砂層

崖錐性礫・砂層

扇状地性砂礫層

盛土

盛土

沖積礫・砂層

河成礫層

低地堆積物

海成砂層

低地性砂・砂礫層

海浜砂層

盛土

古期河成礫層

斜面堆積物

DKP

②層

③層

⑧層

①層

③層

⑦層

K-Tz
Mj，Mh

DKP
K-Tz

AT
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(m) １-１’断面図

• 奥壷低地の地質縦断面図を以下に示す。

降灰層準
← Mｊ
← Mh

← K-Tz
← DKP

← AT
← K-Ah

地質境界

古期
河成礫層

河成礫層

斜面堆積物

低地堆積物

礫・砂
・シルト
・腐植物

礫・砂

礫・砂

礫・砂

沖積礫・砂層

低地性
腐植質砂層

低地性
砂・砂礫層

海浜砂層

海成砂層

砂

砂

表土・盛土

礫・砂

腐植質砂

砂礫・砂

礫・砂
・シルト

礫・砂

礫・砂

崖錐性シルト・
砂・砂礫層

崖錐性礫・
砂層

扇状地性
砂礫層

沖積低地
堆積物

海岸低地
堆積物

古
期
埋
没
堆
積
物

古
期
扇
状
地
堆
積
物

2-2’断面

水平・垂直比は１：２

1 1’

※柱状図に示した橙線と丸数字は，敷地の地質断面図（その５）のコア写真の位置を示す。

OSL年代分析結果

DKP層準：57±4ka
K-Tz層準（⑤層上部）：109±3ka
Mh層準：126±5ka
D-1トレンチ③層D3層：133kaより古い

①

③

⑦層

3-3’断面

D-1トレンチ
↓

基盤岩

基盤岩

2-2’断面

2号炉炉心（投影204.4m）
1号炉炉心（投影162.9m）

T.P.(m)

1.2.1 地質の分布 （地質断面図 その２）
第1202回審査会合

資料1-1 修正

断面位置図
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断面位置図

2 2’
SW NE

沖積礫・砂層

低地性
腐植質砂層

盛土

崖錐性礫・砂層

崖錐性シルト・砂・砂礫層

扇状地性砂礫層

基盤岩
基盤岩

1-1’断面

• 敷地の２号炉付近の地質横断面図を以下に示す。

2-2’断面図

水平・垂直比は１：１

降灰層準
← Mｊ
← Mh

← K-Tz
← Aso-4

←AT
← DKP

← K-Ah
地質境界
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斜面堆積物

低地堆積物
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礫・砂

礫・砂
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沖積礫・砂層
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古
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1.2.1 地質の分布 （地質断面図 その３）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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断面位置図

3 3’

海浜砂層

河成礫層

低地堆積物

基盤岩
基盤岩

1-1’断面

• 敷地の１号炉付近の地質横断面図を以下に示す。

3-3’断面図

沖積砂層

盛土

海成砂層

低地性砂・砂礫層

降灰層準
← Mｊ
← Mh

← K-Tz
← Aso-4

←AT
← DKP

← K-Ah
地質境界

古期
河成礫層
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砂
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堆積物
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古
期
扇
状
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1.2.1 地質の分布 （地質断面図 その４）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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⑫

⑪
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堆
積
物

低地性
砂・砂礫層

低地性
腐植質砂層

沖積礫・砂層 礫・砂

腐植質砂

砂礫・砂

②

④

⑤
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成
砂
層

海
浜
砂
層

海
岸
低
地
堆
積
物

砂

砂

⑩

①

③

敷地の第四系の主要構成地質のコア写真を示す。

1.2.1 地質の分布 （主要構成地質のコア写真）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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• 敦賀発電所敷地内に分布する江若花崗岩及びドレライトの特徴を下記に示す。

岩種名

地質記号
写真 特 徴

江

若

花

崗

岩

黒雲母

花崗岩

Gr

• 新鮮部では灰白色及び淡橙色，風化部では褐色を帯びた色調を呈する。

• 完晶質等粒状組織

• 鉱物の粒径は約2mm～約10mm

• 主たる鉱物組成は，石英・カリ長石・斜長石・黒雲母

• 形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約66.6Maを示すことから，
後期白亜紀～古第三紀と判断した。

花崗斑岩

Gp

• 新鮮部では灰白色，風化部では褐色を帯びた色調を呈する。

• 完晶質斑状組織

• 斑晶の粒径は約2mm～約10mm

• 主たる鉱物組成は，石英・カリ長石・斜長石であり，黒雲母は少量

• 形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約66.3Maを示すことから，
後期白亜紀～古第三紀と判断した。

アプライト

Ap

• 主に灰白色を呈する。

• 完晶質等粒状組織

• 鉱物の粒径は約2mm

• 主たる鉱物組成は，石英・カリ長石・斜長石であり，黒雲母は微量

• 形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約64.2Maを示すことから，
後期白亜紀～古第三紀と判断した。

ドレライト

Do

• 主に暗緑色及び緑灰色を呈する。

• 填間状組織

• 粒径は約2mm以下

• 主たる鉱物組成は，斜長石・輝石であり，不透明鉱物を伴う。

• 形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約21.1Maを示すことから，
新第三紀中新世と判断した。

10mm

10mm

10mm

10mm

敦賀発電所敷地内に分布する岩種

H19-No.1孔 134.88～135.00m

H19-No.1孔 140.60～140.72m

H19-No.2孔 38.22～38.33m

L-14孔 175.22～175.34m

1.2.1 地質の分布 （敷地の岩種）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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1.2.2 地質層序
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• 敷地の地質は，江若花崗岩とこれに貫入するドレライト及びこれらを覆って分布する第四系から構成される。
• 敷地の第四系は，更新統の猪ヶ池層，古期扇状地堆積物，古期埋没堆積物及び低位段丘堆積物，並びに完新統の最低位段丘堆積物，新期扇状地堆積物，現河

床堆積物・崖錐堆積物，海岸低地堆積物及び沖積低地堆積物からなる。

河成礫層

古期
河成礫層

礫
・
砂

古
期
扇
状
地
堆
積
物

古期扇状地
堆積物2

古
期
扇
状
地
堆
積
物
1

地層名 主要構成地質

新
期
扇
状
地
堆
積
物

礫
・
砂
・
シ
ル
ト
・
腐
植
物

海
岸
低
地
堆
積
物

礫・砂

ドレライト

礫・砂

最低位段丘堆積物

強風化して固結した礫・砂

現
河
床
堆
積
物

・

崖
錐
堆
積
物

江若花崗岩

アプライト
花崗斑岩

黒雲母花崗岩

新
第
三
紀

岩脈

第
四
紀

斜面堆積物

礫
・
砂
・
シ
ル
ト
・
腐
植
物

沖
積
低
地
堆
積
物

礫
・
砂

中
新
世

猪ヶ池層

後
期
白
亜
紀

中
生
代

新
生
代

礫・砂

低地堆積物 礫・砂・シルト・腐植物

古
期
埋
没
堆
積
物

古
第
三
紀

地質時代

完
新
世

更
新
世

低位段丘堆積物

礫・砂・シルト

礫・砂・シルト

礫・砂

礫・砂

後
期

中
期

1.2.2 地質層序 （敷地の地質層序表）
第1202回審査会合
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• 敷地の江若花崗岩や破砕部には粘土鉱物が認められるため，以下の２点を総合的に検討した。
① 粘土鉱物が風化変質でなく熱水変質作用により生成したこと （粘土鉱物の成因の検討）
② 最新の変質作用の時期が敷地周辺の地史と矛盾しないこと （最新の変質作用の時期の検討）

検討項目 検討内容 関連ページ

①

露頭観察
文献における熱水変質作用を被った花崗岩の露頭観察結果を参考に，敷地における破
砕部とその周辺の変質の性状などを観察する。

○

XRD分析
破砕部の断層ガウジ，風化した花崗斑岩及び新鮮な花崗斑岩の構成鉱物を同定し，破
砕部の断層ガウジの粘土鉱物が風化ではなく熱水によって生成されたものであることを
確認する。

長石類の
EPMA分析

変質区分に応じた曹長石化の程度を比較し，破砕部における熱水の影響を確認する。

②
粘土鉱物の

K-Ar年代測定
粘土鉱物の生成年代を測定し，敷地周辺の地史より推定される熱水活動時期と比較する。

粘土鉱物に関する検討項目と検討内容

1.2.2 地質層序 （粘土鉱物に関する検討）
第1202回審査会合
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北川（1999） S22-1-2孔の深度6.1m～8.3m付近 花崗岩中に網目状の粘土を多く含む変質帯
宮下他（2011）

ボーリングコアから推定される地質断面図
宮下他（2011）

※赤色の下線を加筆した

※赤枠を加筆した

※上の図の赤枠のボーリング孔

井上他（2002） ※赤色の下線を加筆した

• 敷地の江若花崗岩や破砕帯には熱水変質作用を受けている状況が認められることから，熱水変質作用を被った岩盤や断層の特徴を示した文献について調査した。
• 北川（1999）は，花崗岩類地域を対象に，熱水変質の有無は粘土細脈の存在で明らかにすることができ，粘土細脈は一般に1mm程度から数cm程度の脈巾でほぼ

垂直，あるいは高角度で脈状に見られ，互いに網目のようにつながって連続しているとしている。
• 井上他（2002）は，やや変質した花崗岩中の断層では熱水変質により軟質化し半固結状を呈するとしている。
• 宮下他（2011）は，花崗岩中の変質帯が網目状の粘土を多く含むことを示している。

1.2.2 地質層序
（①粘土鉱物の成因の検討 花崗岩類地域における熱水変質作用について 文献調査１）

第1202回審査会合
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花崗岩中の熱水変質脈
日本応用地質学会中国四国支部（2019）

花崗岩中の断層とその部分の熱水変質
日本応用地質学会中国四国支部（2019）

• 日本応用地質学会中国四国支部（2019）は，花崗岩の熱水変質帯は地中深くでも軟質であり亀裂沿いが劣化しており，幅１cm程度の粘土細脈が網目状に発達して
いる場合があり，花崗岩の岩体形成時のものであるとしている。

• また，花崗岩中の断層破砕帯が熱水変質によって一部が粘土化したりするとしている。

※赤色の下線を加筆した

1.2.2 地質層序
（①粘土鉱物の成因の検討 花崗岩類地域における熱水変質作用について 文献調査２）

第1202回審査会合
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中村（2008）

• 中村（2008）は，熱水変質作用を被った花崗岩中の断層では粘土鉱物を生じて岩盤が軟弱化している状況を示している。

※赤色の下線を加筆した

1.2.2 地質層序
（①粘土鉱物の成因の検討 花崗岩類地域における熱水変質作用について 文献調査３）

第1202回審査会合
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50cm

調査位置図

D‐14既往露頭

2019年2月撮影

D-14既往露頭（D-14破砕帯）

• D-14破砕帯が分布するD-14既往露頭では，主に水色の線の西側にカタクレーサイトが分布し，全体に軟質で，幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が網目状に
発達する。

• 水色の線の東側の非破砕部の岩盤中にも幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が分布する。
• 文献の熱水変質作用の特徴と同様に，幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が網目状に分布し，全体的に軟質化している状況が認められることから，熱水変質

作用の影響で軟質化したものと考えられる。

50cm

凡 例

断層ガウジ G2D-14

断層ガウジ G1D-14

カタクレーサイト C2D-14

カタクレーサイト C1D-14

せん断面

G2D-14の最新活動面

せん断面

着色した範囲が破砕部

破砕部

幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が破砕部及
び非破砕部中に網目状に分布する。全体に軟質で
ある。

破砕部 非破砕部

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 露頭観察結果 D-14既往露頭）
第1202回審査会合
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南
壁

面

北
壁

面

底盤

南
壁

面

北
壁

面

底盤

断層ガウジ（赤枠）に沿った両側にカタクレーサイトが分布し，カタクレーサイ
ト周辺の非破砕部の岩盤中に幅数mmの白色の粘土細脈が網目状に分布
する。全体に軟質である。

• D-1破砕帯が分布するD-1トレンチ北側ピットでは，断層ガウジ（赤枠）に沿った両側にカタクレーサイトが分布し，カタクレーサイト周辺の非破砕部の岩盤中
に幅数mm程度の白色の粘土細脈が網目状に分布する。全体に軟質である。

• 文献の熱水変質作用の特徴と同様に，破砕帯周辺の非破砕部の岩盤中に幅数mm程度の白色の粘土細脈が網目状に分布し，全体的に軟質化している状
況が認められることから，熱水変質作用の影響で軟質化したものと考えられる。

凡 例

断層ガウジ G3D-1及びG3D-1の最新活動面

断層ガウジ G2D-1

断層ガウジ G1D-1

カタクレーサイト C2D-1

カタクレーサイト C1D-1

R1面（G2D-1に対応）

R1面（G3D-1に対応）

断層ガウジ（赤線）の両側に変質した非破砕部が分布する。

底盤

1m

D‐1破砕帯

T
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T
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.1
9
.6

m

北
壁

面
W

←
                                                              

→
E

北側ピット

調査位置図

南
壁

面

D-1トレンチ

着色した範囲が破砕部

破砕部

緑枠部写真

D-1トレンチ北側ピット位置図

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 露頭観察結果 D-1トレンチ北側ピット）
第1202回審査会合
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• H-3a破砕帯が分布する２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部では，断層ガウジに沿った両側にカタクレーサイトが分布し，全体に軟質で，カタクレーサイト中に幅
数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が網目状に分布する。

• 文献の熱水変質作用の特徴と同様に，破砕部中に幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が網目状に分布し，全体的に軟質化している状況が認められることから，
熱水変質作用の影響で軟質化したものと考えられる。

２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部 スケッチ及び写真

花崗斑岩

破砕部

せん断面

凡例

H‐3b破砕帯 H‐3c破砕帯H‐3a破砕帯

凡 例

断層ガウジ G1H-3a

カタクレーサイト C2H-3a

カタクレーサイト C1H-3a

せん断面

G1H-3aの最新活動面

詳細観察位置

50cm

断層ガウジ（赤線）に沿ったカタクレーサイト中に
幅数mm～数cm程度の白色の粘土細脈が網目状
に分布し，全体に軟質である。

H‐3b破砕帯 H‐3c破砕帯H‐3a破砕帯

破砕部

調査位置図

２号炉原子炉建屋南側道路
剥ぎ取り部

1.2.2 地質層序
（①粘土鉱物の成因の検討 露頭観察結果 ２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部）

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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X線回折分析結果
　
ス
メ
ク
タ
イ
ト

　
雲
母
粘
土
鉱
物

　
カ
オ
リ
ナ
イ
ト

　
緑
泥
石

　
石
　
英

　
斜
長
石

　
カ
リ
長
石

面指数
(0 0 1)

面指数
(0 0 2)

面指数
(0 0 1)

面指数
(0 0 2)

面指数
(1 0 1)

面指数
(0 0 2)

面指数
(0 0 2)

H24-D1-1 45.94m （・） （（・）） ◎ △ △

H24-D1-1 46.45m ・ （・） ◎ △ △

H24-D1-1 59.16m※1 △ △ ◎ （・） 〇

H24-D1-1 59.16m △ ・ ◎ ・ 〇

H24-D1-1 60.15m(D-1破砕帯) △ △ ◎ （・） 〇

H24-D1-1 68.93m （・） （・） （・） ◎ ・ △

H24-D1-1 79.19m △ ・ ◎ ○

H24-D1-1 89.95m(D-33破砕帯) △ （（・）） ◎ ・ △

H27-B-1 44.31m ・ ◎ ・ △

H27-B-1 47.40m ・ （・） ・ ◎ △ △

H27-B-1 53.17m △ （・） ◎ △

H27-B-2 34.37m （・） （・） ◎ △ △

H24-D1-3 14.47m(H-4'破砕帯) △ ・ ◎ ・ △

H24-D1-3 52.13m △ （（・）） ◎ △ △

H24-D1-2 31.46m △ （（・）） （・） ◎ ・ △

H24-D1-5 10.21m(H-3d破砕帯) ・ （・） （（・）） ◎ （・） △

D-14ピット②（強風化） （・） ・ ◎ ・ ◎

D-14ピット②（風化） ・ ・ ◎ △ ◎

H20-④-3 66.90～66.92m （（・）） （（・）） ◎ ◎ ◎花崗斑岩 新鮮部

破砕部
断層ガウジ

花崗斑岩 強風化部

花崗斑岩 風化部

試料採取位置

凡例
◎ ：多量（カウント数（I）≧1300）
○ ：中量（1300＞I≧650）
△ ：少量（650＞I≧130）
・ ：微量（130＞I≧65）

(・) ：極微量（65＞I）
((・))：極微量で定方位測定時のみピークを確認

• 網目状に発達した粘土細脈の成因について把握するため，破砕部の断層ガウジ，風化した花崗斑岩及び新鮮な花崗斑岩についてX線回折分析を行った。
• その結果，破砕部の断層ガウジにはスメクタイト，雲母粘土鉱物，カオリナイトの生成も認められたが，花崗斑岩の風化部及び強風化部にはスメクタイトが含まれて

いない。また，破砕部の断層ガウジは新鮮な花崗斑岩と比較して斜長石やカリ長石の割合が少なくなっている。
• 以上のことから，破砕部は熱水変質を受けていると判断した。

孔名の後の数字は
最新活動面の深度
を示す。

※1 最新活動面が59.16mの断層ガウジの上端から上方2cmの
位置にあるカタクレーサイトから試料を採取した。

H27-B-1
H24-D1-1

H24-D1-2

H24-D1-3 H27-B-2

D-14ピット②

H24-D1-5

H20-④-3 試料採取位置

凡例

ボーリングコア

試料採取位置図

1.2.2 地質層序
（①粘土鉱物の成因の検討 破砕部の断層ガウジ及び花崗斑岩のＸ線回折分析結果）

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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不定方位
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300.0
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• H24-D1-1孔 深度45.94mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度45.94mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイトとカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば， H24-D1-1孔 深度45.94mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 45.94m）

試料採取位置

ス
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鉱
物
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ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 45.94m (・) ((・)) ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

H24-D1-1孔 45.94mのチャート
水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

Qz

Qz

Kfs

Pl

Kfs Qz Qz

2000
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1000

500

0
5.0 10 15 20 25 35 40

強
度
(C
ou

nt
s)

回折角（2θ°）
300.0

Kfs

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

新鮮な花崗斑岩のチャート

第1202回審査会合
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• H24-D1-1孔 深度46.45mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度46.45mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイトと雲母粘土鉱物が認められ

る。
• 井上（2003）によれば， H24-D1-1孔 深度46.45mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

不定方位
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0

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 46.45m）

試料採取位置
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物
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ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石
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リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 46.45m ・ （・） ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

記号凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

H24-D1-1 46.45mのチャート
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H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

新鮮な花崗斑岩のチャート

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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不定方位
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H24-D1-1孔 59.16m（脈部)のチャート
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記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

• H24-D1-1孔 深度59.16mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから上方2cmの位置にあるカタクレーサイトから採取した破砕部の脈部と新鮮な花崗斑岩の鉱
物組成を比較した。

• H24-D1-1孔 深度59.16mの破砕部の脈部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば， H24-D1-1孔 深度59.16mの破砕部の脈部は熱水変質作用を受けていると推定される。
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H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 59.16m（脈部） △ △ ◎ (・) 〇

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 59.16m その１）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

• H24-D1-1孔 深度59.16mから採取した破砕部のガウジ部と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度59.16mの破砕部のガウジ部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかにカオリナイトが

認められる。
• 井上（2003） によれば， H24-D1-1孔 深度59.16mの破砕部の断層ガウジは熱水変質作用を受けていると推定される。
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H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート
H24-D1-1孔 59.16m（断層ガウジ）のチャート

試料採取位置
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メ
ク
タ
イ
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母
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土
鉱
物
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緑
泥
石
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英

斜
長
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リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 59.16m △ ・ ◎ ・ 〇

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

Qz Qz

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 59.16m その２）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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断層ガウジ

脈部

• H24-D1-1孔 深度59.16mの破砕部から採取した断層ガウジ部と脈部の鉱物組成を比較した。
• 含まれる鉱物は同じだが，断層ガウジ部は脈部に比べて，石英，カリ長石の相対比が大きい。一方，スメクタイト，カオリナイトの相対比が少ない。
• 脈部の方が造岩鉱物の含有率が低く，スメクタイトの含有率が高いことから，断層ガウジ部よりも熱水変質の影響を強く受けていると考えられ，熱水変質は断層ガ

ウジの外から及んだ可能性がある。

H24-D1-1孔 59.16m（脈部)のチャート

H24-D1-1孔 59.16m（断層ガウジ)のチャート

試料採取位置

記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 59.16m その３）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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不定方位
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記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 60.15m △ △ ◎ (・) 〇

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-1孔 60.15m（D-1破砕帯）のチャート

• H24-D1-1孔 深度60.15mを最新活動面とする破砕部（D-1破砕帯）の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度60.15mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば， H24-D1-1孔 深度60.15mは熱水変質作用を受けていると推定される。

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 60.15m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート
水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-1孔 深度68.93mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度68.93mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイト，雲母粘土鉱物，カオリナイ

トが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-1孔 深度68.93mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

試料採取位置
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緑
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花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 68.93m （・） （・） （・） ◎ ・ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-1孔 68.93mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 68.93m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート
水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-1孔 深度79.19mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度79.19mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかにカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-1孔 深度79.19mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

試料採取位置
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花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 79.19m △ ・ ◎ 〇

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-1孔 79.19mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 79.19m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-1孔 深度89.95mを最新活動面とする破砕部（D-33破砕帯）の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度89.95mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかにカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-1孔 深度89.95mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

H24-D1-1孔 89.95m（D-33破砕帯）のチャート

試料採取位置
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花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 89.95m（D-33破砕帯） △ ((・)) ◎ ・ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-1 89.95m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H27-B-1孔 深度44.31mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H27-B-1孔 深度44.31mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H27-B-1孔 深度44.31mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

試料採取位置
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ク
タ
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土
鉱
物
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ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
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リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H27-B-1 44.31m ・ ◎ ・ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H27-B-1孔 44.31mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H27-B-1孔 44.31m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H27-B-1孔 深度47.40mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H27-B-1孔 深度47.40mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイト，雲母粘土鉱物，カオリナイト

が認められる。
• 井上（2003）によれば，H27-B-1孔 深度47.40mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H27-B-1 47.40m ・ (・) ・ ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H27-B-1孔 47.40mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H27-B-1孔 47.40m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H27-B-1孔 深度53.17mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H27-B-1孔 深度53.17mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかにカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H27-B-1孔 深度53.17mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H27-B-1 53.17m △ (・) ◎ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H27-B-1孔 53.17mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H27-B-1孔 53.17m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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不定方位
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凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

Qz

Qz

Kfs

Pl

Kfs Qz Qz

2000

1500

1000

500

0
5.0 10 15 20 25 35 40

強
度
(C
ou

nt
s)

回折角（2θ°）
300.0

Kfs

新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H27-B-2孔 深度34.37mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H27-B-2孔 深度34.37mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイトとカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H27-B-2孔 深度34.37mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H27-B-2 34.37m （・） （・） ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H27-B-2孔 34.37mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H27-B-2孔 34.37m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-3孔 深度14.47mを最新活動面とする破砕部（H-4’破砕帯）の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-3孔 深度14.47mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかに雲母粘土鉱物も認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-3孔 深度14.47mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-3 14.47m（H-4'破砕帯） △ ・ ◎ ・ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-3孔 14.47m（H-4’破砕帯）のチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-3孔 14.47m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-3孔 深度52.13mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-3孔 深度52.13mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかにカオリナイトが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-3孔 深度52.13mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-3 52.13m △ ((・)) ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-3孔 52.13mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-3孔 52.13m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-2孔 深度31.46mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-2孔 深度31.46mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，スメクタイトとわずかに雲母粘土鉱物とカオリナイ

トが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-2孔 深度31.46mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-2 31.46m △ ((・)) (・) ◎ ・ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-2孔 31.46mのチャート

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-2孔 31.46m）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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凡例
Sme：スメクタイト
Mca：雲母粘土鉱物
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石
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新鮮な花崗斑岩のチャート

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

• H24-D1-5孔 深度10.21mを最新活動面とする破砕部（H-3d破砕帯）の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-5孔 深度10.21mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメクタイト，雲母粘土鉱物，カオリナイ

トが認められる。
• 井上（2003）によれば，H24-D1-5孔 深度10.21mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-5 10.21m（H-3d破砕帯） ・ (・) ((・)) ◎ (・) △

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H24-D1-5孔 10.21m（H-3d破砕帯）のチャート

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 H24-D1-5孔 10.21m）
第1202回審査会合
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凡例
Mca：雲母粘土鉱物
Kln：カオリナイト
Chl：緑泥石
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

風化区分 試料採取位置
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イ
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強風化部 D-14ピット② (・) ・ ◎ ・ ◎

風化部 D-14ピット② ・ ・ ◎ △ ◎

新鮮部 H20-④-3 66.90～67.00m ((・)) ((・)) ◎ ◎ ◎
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不定方位試料の比較

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認
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• 風化による鉱物組成変化を確かめるため，風化度の異なる花崗斑岩3試料のXRD分析を実施した。
• 風化部および強風化部はD-14②ピットから，新鮮部はH20-④-3孔の深度69.90～67.00ｍから試料を採取した。
• いずれの試料においてもスメクタイトは含まれない。
• 石英とカリ長石は風化の程度に関係なく多量に含まれている一方，斜長石は風化の程度が大きいほど割合が少なくなっている。

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 XRD分析 強風化部，風化部，新鮮部）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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熱水による変質区分

変
質

弱い

強い

• 敷地における熱水変質の状況については，一般財団法人日本建設情報総合センター（1999）の変質区分を参考に変質作用の程度に応じて４つに区分した。

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 熱水による変質区分）

（参考）一般財団法人日本建設情報総
合センター（1999）の変質区分

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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• 敷地は全体的に熱水変質作用を被っており，破砕帯の付近で変質の程度が大きい傾向にある。
• 変質区分に応じた曹長石化の程度を比較するために電子線プローブ・マイクロアナライザーによる分析（以下「EPMA分析」という。）を行った結果，変質の程度が大

きいものほどアルバイト率が大きいことから，熱水変質作用によって曹長石化したものと判断した。
• なお，熱水変質作用を強く受け変質区分４に区分される破砕部の断層ガウジは新鮮な花崗斑岩と比較して斜長石が減少している。（破砕部の断層ガウジ及び花崗

斑岩のX線回折分析結果）参照）

EPMA分析位置

試料
番号

試料採取位置 採取した対象の変質区分 EPMA斜長石測点数

① D-14既往露頭 変質区分3 10

② D-14既往露頭 変質区分3 10

③ D-1トレンチ 北側ピット 変質区分2 10

④ D-1トレンチ 北側ピット 変質区分2 10

⑤ H27-B-1 103.40～103.44m 変質区分1（新鮮岩） 10

⑥ H24-B14-2  97.23～97.27m 変質区分1（新鮮岩） 10

⑦ H27-B-3  147.36～147.40m 変質区分1（新鮮岩） 10

⑧ ２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部 変質区分2 10

⑨ ２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部 変質区分2 10

⑩ １号炉原子炉建屋南方斜面72m小段 変質区分3 10

⑪ １号炉原子炉建屋南方斜面72m小段 変質区分2 10

試料採取位置図

H27-B-3

D-14既往露頭

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

D-1トレンチ
北側ピット

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析 試料採取位置）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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• 変質区分に応じた曹長石化の程度を比較するためにEPMA分析を行った結果，変質区分の程度が大きいものほどアルバイト率が大きいことから，熱水変質作用に
よって曹長石化したものと判断した。

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析 変質区分とアルバイト率の関係）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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アノーソクレース
(Anorthoclase)

曹長石
(Albite)

灰曹長石
（Oligoclase)

中性長石
（Andesine)

曹灰長石
（Labradorite)

亜灰長石
（Bytownite)

灰長石
（Anorthite)

カリ長石
(Orthoclase)

アノーソクレース
(Anorthoclase)

曹長石
(Albite)

灰曹長石
（Oligoclase)

中性長石
（Andesine)

曹灰長石
（Labradorite)

亜灰長石
（Bytownite)

灰長石
（Anorthite)

カリ長石
(Orthoclase)

アノーソクレース
(Anorthoclase)

曹長石
(Albite)

灰曹長石
（Oligoclase)

中性長石
（Andesine)

曹灰長石
（Labradorite)

亜灰長石
（Bytownite)

灰長石
（Anorthite)

カリ長石
(Orthoclase)

自然界に存在しない
成分領域

自然界に存在しない
成分領域

自然界に存在しない
成分領域

（％） （％）

（％）

• 変質区分に応じた曹長石化の程度を比較するためにEPMA分析を行った結果，変質区分の程度が大きいものほどアルバイト率が大きいことから，熱水変質作用に
よって曹長石化したものと判断した。

• 新鮮な花崗斑岩の斜長石は灰曹長石から曹長石に分類されるが，変質区分3の斜長石はすべて曹長石に分類される。

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析 三角ダイアグラム）
第1202回審査会合

資料1-1 再掲
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既往部

東壁面

西壁面

底盤

屈曲部

屈曲部

底盤法面

底盤法面

②

写真1. ①D-14破砕帯付近の試料採取位置(変質区分3) 写真2. ②D-14破砕帯付近の試料採取位置（変質区分3）

幅数mm～数cm程度
の白色の粘土細脈
が網目状に分布する。
原岩組織は残る。
全体に軟質である。
変質区分は3である。

50cm

幅数mm程度の褐灰
色の粘土細脈が網
目状に分布する。
原岩組織は残る。
全体に軟質である。
変質区分は3である。

既往露頭

既往露頭底盤部

赤枠は試料採取位置

現場確認：2019年2月

現場確認：2013年10月

20cm 20cm

凡 例

断層ガウジ G2D-14

断層ガウジ G1D-14

カタクレーサイトC2D-14

カタクレーサイト C1D-14

せん断面

G2D-14の最新活動面

せん断面

50cm

2013年10月当初より露頭の
底盤は下がった状態である。

西壁面

D-14既往露頭

①

• D-14既往露頭のD-14破砕帯付近で変質区分3の試料を採取しEPMA分析を行った。

試料採取位置図
撮影：2019年2月

→SE

NW←→NNE

SSW←

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

赤枠は試料採取位置

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 D-14既往露頭

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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③

④

• D-1トレンチ北側ピットのD-1破砕帯付近で変質区分2の試料を採取しEPMA分析を行った。

D-1破砕帯

写真1. ③D-1破砕帯付近の試料採取位置（変質区分2） 写真2. ④D-1破砕帯付近の試料採取位置(変質区分2)

脱色が見られるが
原岩組織は完全に
残る。

粘土細脈は見られ
ない。
変質区分は2である。

脱色が見られるが原岩
組織は完全に残る。
粘土細脈は見られない。
変質区分は2である。

現場確認：2017年4月

試料採取位置図

10cm

10cm

観察面

調査位置図

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

赤枠は試料採取位置赤枠は試料採取位置

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 D-1トレンチ北側ピット

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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第四系

⑤

⑤ H27-B-1 103.40～103.44m の新鮮岩/変質区分1（花崗斑岩）

深度103.39～103.48m（赤枠範囲）
変質が見られないため変質区分1である。このうち深度103.40～103.44mで試料を採取
した。
当該箇所は，柱状図の変質の記載では変質区分2となっている。コア長が10cm以下の
ため，柱状図の変質区分を分けていない。

コア写真（拡大）

割れ目沿いに白色化がみられる。
一部砂状部を挟在する。

割れ目沿いに
薄く砂状化がみられる。

コア写真拡大範囲

試料採取位置図

• H27-B-1 103.40～103.44mのボーリングコアから新鮮部の試料を採取しEPMA分析を行った。

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 H27-B-1 103.40～103.44m

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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⑥

⑥ H24-B14-2 97.23～97.27m の新鮮岩/変質区分1 （アプライト）

深度97.20～97.27m（赤枠範囲）
変質が見られないため変質区分1である。このうち深度97.23～97.27mで試料を採取した。
当該箇所は，柱状図の変質の記載では変質区分2となっている。コア長が10cm以下のため，
柱状図の変質区分を分けていない。

コア写真（拡大）

コア写真拡大範囲

割れ目沿いに
白色化がみられる。
一部砂状部を挟在する。

割れ目沿いに
白色化がみられる。

第四系

試料採取位置図

• H24-B14-2 97.23～97.27mのボーリングコアから新鮮部の試料を採取しEPMA分析を行った。

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 H24-B14-2 97.23～97.27m

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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⑦ H27-B-3 147.36～147.40m の新鮮岩/変質区分1 （花崗斑岩）

深度147.31～147.40m（赤枠範囲）
変質が見られないため変質区分1である。このうち深度147.36～147.40m
で試料を採取した。
当該箇所は，柱状図の変質の記載では変質区分2となっている。コア長
が10cm以下のため，柱状図の変質区分を分けていない。

⑦

コア写真（拡大）

コア写真拡大範囲 長石の白色化がみられる。

割れ目沿いが
わずかに白色化している。

試料採取位置図

• H27-B-3 147.36～147.40mのボーリングコアから新鮮部の試料を採取しEPMA分析を行った。

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 H27-B-3 147.36～147.40m

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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⑧⑨

• ２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部のH-3a破砕帯付近で変質区分2の試料を採取しEPMA分析を行った。

写真2. ⑨H-3a破砕帯付近の試料採取位置(変質区分2)写真1. ⑧H-3a破砕帯付近の試料採取位置(変質区分2)

赤枠は試料採取位置

原岩組織は完全に残る。
長石に白色化がみられ
るが， 50％以上は非変
質である。
粘土細脈は見られない。
変質区分は2である。

原岩組織は完全に残る。
一部の長石に白色化
が見られるが全体には
非変質である。
粘土細脈は見られない。
変質区分は2である。

←NW SE→

現場確認：2013年6月

←NW SE→

20cm 20cm

試料採取位置図

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

赤枠は試料採取位置

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 ２号炉原子炉建屋南側道路剥ぎ取り部

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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⑩

⑪

写真1. ⑩D-６破砕帯付近の試料採取位置（変質区分3） 写真2. ⑪D-6破砕帯付近の試料採取位置(変質区分2)

赤枠は試料採取位置

幅数mm～数cm程度
の白色の粘土細脈
が網目状に分布する。
原岩組織は残る。
全体に軟質である。
変質区分は3である。

脱色が見られるが原岩
組織は完全に残る。
粘土細脈は見られない。

変質区分は2である。

現場確認：2014年3月

10cm 10cm

試料採取位置図

• １号炉原子炉建屋南方斜面72m小段のD-６破砕帯付近の変質区分3，変質区分2で試料を採取しEPMA分析を行った。

H27-B-3

D-14既往露頭

D-1トレンチ
北側ピット

H24-B14-2

H27-B-1

１号炉原子炉
建屋南方斜面
72m小段

２号炉原子炉
建屋南側道路
剥ぎ取り部

試料採取位置

凡例

ボーリングコア

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
試料採取位置 １号炉原子炉建屋南方斜面72m小段

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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• Siに富む石英，Naに富む曹長石，Kに富むカリ長石に区分できる。
• マッピング範囲の斜長石で測定を行った。

EPMAマッピング用試料
赤色枠内をマッピング

EPMAマッピング（Si） EPMAマッピング（COMPO像）黄色
点は測定箇所

EPMAマッピング（Na） EPMAマッピング（Ca） EPMAマッピング（K）

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
EPMAマッピング ①D-14既往露頭 変質区分3

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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EPMAマッピング用試料
赤色枠内をマッピング

EPMAマッピング（Si） EPMAマッピング（COMPO像）黄色
点は測定箇所

EPMAマッピング（Na） EPMAマッピング（Ca） EPMAマッピング（K）

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
EPMAマッピング ②D-14既往露頭 変質区分3

• Siに富む石英，Naに富む曹長石，Kに富むカリ長石に区分できる。
• マッピング範囲の斜長石で測定を行った。

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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EPMAマッピング用試料
赤色枠内をマッピング

EPMAマッピング（Si） EPMAマッピング（COMPO像）黄色
点は測定箇所

EPMAマッピング（Na） EPMAマッピング（Ca） EPMAマッピング（K）

1.2.2 地質層序 （①粘土鉱物の成因の検討 長石類のEPMA分析）
EPMAマッピング ③D-1トレンチ北側ピット 変質区分2

• Siに富む石英，Naに富む曹長石，Kに富むカリ長石に区分できる。
• マッピング範囲の斜長石で測定を行った。

第1202回審査会合
資料1-1 再掲
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